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市議会 だより 

■元町北地区公益施設がオープンしました。 
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◆市議会ココ3か月、閉会中の議会活動から ほか・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 
◆可決された意見書、“議会報告会”を開催します・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

質問・答弁は要旨を掲載しています。なお、会議録は作成後、市立図書館、 
市役所1階・市政情報センター他で閲覧できます。 



予
算
関
係
 

予
算
関
係
 

第154号 ところざわ市議会だより 

（2） 

を可決しました 
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平
成
22
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

事
業
会
計
予
算
の
ほ
か
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

《
平
成
　
年
度
補
正
予
算
》 
 

 　
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
議

案
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、
所
沢
市
下

水
道
特
別
会
計
等
の
特
別
会
計
8
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
の
補
正

は
、
11
億
4
、4
3
2
万
3
千
円
の
減

額
を
行
っ
た
も
の
で
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
、
8
7
1
億
2
、5
4
0
万
1

千
円
と
な
り
ま
し
た
。 

   　
補
正
予
算
の
お
も
な
内
容
は
、
美
原

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
事
業
、
定
額

給
付
金
事
業
国
庫
補
助
金
返
還
金
、
狭

山
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
事
業
、
所
沢
市
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
な
ど
で
す
。 

■
商
工
会
館
取
得
補
助
事
業
補
正
 

△
3
、
7
9
8
万
9
千
円
 

　
所
沢
商
工
会
議
所
が
元
町
再
開
発
ビ

ル
に
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
平
成
21
年

度
当
初
予
算
に
計
上
し
た
補
助
金
額
を

検
証
し
た
結
果
、
補
助
金
の
積
算
根
拠

を
変
更
し
、
補
助
金
額
を
減
額
し
た
も

の
で
す
。 

 
 
 
　
研
修
室
や
ホ
ー
ル
は
、
商
工

会
議
所
が
使
用
し
な
い
と
き
は
、

市
民
が
自
由
に
使
え
る
の
か
。 

　平成22年第 1 回（3月）定例会は、2月23日から
3月23日までの29日間の会期で開催されました。 
　市長からは、予算関係23件、所沢市コミュニテ
ィセンター条例の一部を改正する条例制定を含む条

例関係17件など、計48件の議案が提出されました。 
　開会初日、当摩市長は施政方針演説の中で、景気

の動向は最悪期からは脱したものの、内需低迷、デ

フレ、円高などから、依然として厳しい状況にある

とし、国の今後の景気対策を注視しながら、着実な

市政の進展に努めていくと述べました。 

　その上で、　その上で、市政運営にあたっては市政運営にあたっては、「第5次所沢
市総合計画」および「（仮称）まちづくり基本条例」

の具体的な検討や、雇用対策として179人の新規雇
用の創出などにより、本市を「魅力とやすらぎある魅力とやすらぎある、

安心して暮らせるま安心して暮らせるまち」にし、ち」にし、「生き活きところざ「生き活きところざ

わ　あったか市政」の実現を目指していくと述べま

した。また、本年は市制施行60周年の年であり、「ふ
るさと所沢の歴史るさと所沢の歴史」を、」を、輝かしい未来輝かしい未来に「に「つなぐ」つなぐ」

重要な年としていくと述べました。 

　施政方針演説後、議案第1号の提出の取りやめを
巡り、9人の議員から緊急質問が行われました。 
　提出された議案は　提出された議案は、1件を継続審査としを継続審査とし、その他その他

の議案はすべて可決しました。 

　また、議員から提出された、「子宮頸がん対策の

充実を求める意見書について」など意見書 3件は可
決さ決され、「所沢市国民健康保険税条例の一部を改正「所沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定について」は否決しました。 

　平成22年第 1 回（3月）定例会は、2月23日から
3月23日までの29日間の会期で開催されました。 
　市長からは、予算関係23件、所沢市コミュニテ
ィセンター条例の一部を改正する条例制定を含む条

例関係17件など、計48件の議案が提出されました。 
　開会初日、当摩市長は施政方針演説の中で、景気

の動向は最悪期からは脱したものの、内需低迷、デ

フレ、円高などから、依然として厳しい状況にある

とし、国の今後の景気対策を注視しながら、着実な

市政の進展に努めていくと述べました。 

　その上で、市政運営にあたっては、「第5次所沢
市総合計画」および「（仮称）まちづくり基本条例」

の具体的な検討や、雇用対策として179人の新規雇
用の創出などにより、本市を「魅力とやすらぎある、

安心して暮らせるまち」にし、「生き活きところざ

わ　あったか市政」の実現を目指していくと述べま

した。また、本年は市制施行60周年の年であり、「ふ
るさと所沢の歴史」を、輝かしい未来に「つなぐ」

重要な年としていくと述べました。 

　施政方針演説後、議案第1号の提出の取りやめを
巡り、9人の議員から緊急質問が行われました。 
　提出された議案は、1件を継続審査とし、その他
の議案はすべて可決しました。 

　また、議員から提出された、「子宮頸がん対策の

充実を求める意見書について」など意見書 3件は可
決され、「所沢市国民健康保険税条例の一部を改正

する条例制定について」は否決しました。 
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公
益
的
な
利
用
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
利
用
に
供
 

せ
る
よ
う
な
活
用
方
法
を
商
工
会
議
所
 

に
求
め
て
い
き
た
い
。 

＊
　
　
＊
　
　
＊
 

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
館
の
床

を
市
と
共
有
す
る
議
案
の
提
出
が
開
会

初
日
に
取
り
止
め
と
な
り
、
最
終
日
に

購
入
金
額
の
3
分
の
2
を
補
助
金
と
し

て
支
出
す
る
本
案
が
提
出
さ
れ
、
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。 

  

　
 
《
一
般
会
計
予
算
》
 

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

8
3
7
億
円
で
、
前
年
度
比
0
・
8
％

の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。 

　
お
も
な
新
規
事
業
に
は
、
地
域
の
底

力
支
援
事
業
、
地
場
農
産
物
販
売
促
進

事
業
、
事
業
仕
分
け
実
施
事
業
、
収
納

率
向
上
対
策
事
業
、
子
ど
も
手
当
事
業
、

お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
事
業

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
お
も
な
事
業
内
容
や
質
疑
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

生
活
が
第
一
・

　
　
　
あ
っ
た
か
市
政
 

 ■
特
定
疾
患
等
医
療
給
付
事
務
受
託
 

　
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
23
万
円
 

　
平
成
22
年
4
月
か
ら
、
所
沢
保
健
所

の
業
務
は
狭
山
保
健
所
に
移
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
一
部
業

務
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
託
し
ま
し
た
。 

 

■
生
活
保
護
扶
助
費
　
 

60
億
2
、
3
4
5
万
5
千
円
 

　
経
済
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
増
加
傾
向

に
あ
る
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
、
経
済

的
な
支
援
を
行
い
、
自
立
に
向
け
た
就

労
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。 

■（
仮
称
）総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
 

検
討
期
間
旧
庁
舎
暫
定
使
用
事
業
 

2
3
0
万
1
千
円
 

　
現
在
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向

け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、 

 

供
用
開
始
ま
で
の
間
、
旧
庁
舎
の
一
部

を
暫
定
的
に
利
用
し
、
障
害
者
団
体
、

福
祉
関
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
場

と
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
に

　
　
　
　
　
笑
顔
を
！
 

 ■
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
《
年
齢
 

　
拡
大
分
》　

4
、
6
8
8
万
3
千
円
 

　
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
は
未
就
学
児
を
対
象
に
助
成
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
10
月
診
療

分
か
ら
対
象
を
小
学
校
3
年
生
ま
で
に

拡
大
し
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

■
子
ど
も
手
当
事
業
　
 

54
億
1
、
1
4
1
万
7
千
円
 

　
国
が
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
ち
を

社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校

修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
に
子
ど
も
手
当

を
支
給
す
る
制
度
を
創
設
し
た
こ
と
を

受
け
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
手
当
を
支

給
し
ま
す
。 

■
放
課
後
こ
ど
も
健
全
育
成
基
本
方
針

　
策
定
事
業
　
　
　
　
　
7
4
0
万
円
 

　
放
課
後
児
童
対
策
の
現
状
や
課
題
等

を
把
握
し
、
今
後
の
本
市
の
総
合
的
な

方
針
と
対
応
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
基

本
方
針
を
策
定
し
ま
す
。 

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
事
業
 

1
、
8
0
0
万
円
 

　
柳
瀬
川
の
河
川
用
地
を
活
用
し
て
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
、
市
民
の

健
康
保
持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。 

■平成２１年度所沢市一般会計補正予算 

討 論 討 論 （先議分） 

●反対● 

・廃棄物施設計画費の減額は廃プラ

焼却が前提であり、総合計画に逆

行する。排出抑制、分別の徹底等

により規模縮小するべきである。 

●賛成● 

・本市の廃棄物行政の歴史を考える

と、廃プラ焼却についての結論に

は慎重になっても疑問はなく、減

額補正はやむを得ない。 

■平成２１年度所沢市国民健康保険特別会計補正予算 
■平成２１年度所沢市一般会計補正予算（国保部分） 

●反対● 

・「余剰金は一般会計には戻さない」

という、制度改正時の市長答弁に

矛盾している。 

・余剰金は、国保加入者に減税で戻

すべきである。 

●賛成● 

・国保会計の運営状況が国の動向に

大きく左右されることが予想され

る中、保険税額の変更は単年度の

実績で行うべきではなく、数年間

の状況を見て行うべきである。 

■所沢市グリーンニューディール基金条例制定 

●賛成● 

・事業の対象の選定に当たっては、市民に低炭素社会の理念を広く宣伝す

るため、市役所高層棟を検討することを要望して賛成する。 

■所沢市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例制定 

●反対● 

・公民館からコミュニティセンター

へ位置づけが変えられることによ

り、利用者や利用目途等が変更さ

れ、以前と同様の条件での継続利

用に支障が出てしまうことは必至

である。 

●賛成● 

・跡地利用に関する2件の請願を採

択していることもあり、従来どお

り使用料を徴収しながら施設を有

効利用するには、コミュニティセ

ンター条例に規定するのが現状で

は最良の方法である。 

■所沢市元町地下駐車場の指定管理者の指定 

●反対● 

・市の直営にして地域雇用を拡大す

ることで、中心市街地の活性化を

進めるべきである。 

・検討期間が短く、審査の中に疑問

の声がある。また、商店街連合会

等との連携を深めるためにも直営

が望ましい。 

●賛成● 

・近隣商業施設との連携や法人市民

税の納付、地元雇用を見据えてい

るという今後の本市への貢献に対

する期待、選定委員会による審議

の信頼性、委託料を低額に抑えら

れる団体という経費面等の点から、

妥当な結論である。 

議案に します 賛成×反対 議案に します 賛成×反対 
（先議分） 



条
例
関
係
 

条
例
関
係
 

3
月
定
例
会
の
動
き

月
定
例
会
の
動
き
 

3
月
定
例
会
の
動
き
 

▲完成の待ち遠しい所沢村山線（西住吉～東住吉付近） 
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■平成２２年度所沢市一般会計予算 

討 論 討 論 

●反対● 
・行政経営推進委員会は解散すべき

で、暮らしの大切なものを切る事

業仕分け、失業率の高い中での困

窮家庭援護費の減額、利用者が多

い市民保養施設の廃止、教育の機

会均等の観点から見た林間学校費

の減額には反対する。高齢者福祉

バスは無料に戻すべきである。 

・図書館窓口業務委託は偽装請負の

代表的なパターンである。コール

センター委託料は、守秘義務のあ

る徴収に戻すべきである。 

●賛成● 
・高齢者福祉バスは継続することを

評価する。市民保養施設事業の一

本化は広い世代に喜ばれている。 

・行政経営推進委員会の果たす役割

は大きい。事業仕分けは効率的な

行政運営に重要である。困窮家庭

援護費は、近隣市は支出していな

い。図書館職員の中枢業務専念に

窓口業務民営化は有効である。林

間学校費の減額は、各市の状況等

からやむを得ない。コールセンタ

ーは、滞納整理に重要である。 

■平成２２年度所沢市国民健康保険特別会計予算 
●反対● 
・平成22年度予算から、国保税の税

率を引き下げるべきである。 

●賛成● 
・税率改定後、繰入金の減額など国

保会計は健全化に向かっている。 

■所沢市老人ホーム亀鶴園設置及び管理条例の一部改正 
●反対● 
・経費削減のための指定管理者への

移行は、老人福祉後退につながる。 

・行政が責任を持って直接運営すべ

きである。 

●賛成● 
・長年の検討の結果、福祉サービス

の維持向上と経費の縮減が図れ、

安定的な経営が見込める。円滑な

指定管理への移行を求める。 

■所沢市自転車駐車場の整備及び自転車の放置の防止に 
　関する条例の一部改正 

●反対● 
・駐輪場の増設等の協議もなく、や

るべき事業の順番が全く違う。 

・ 3千円という金額が適正であるの

か判断できかねる。 

●賛成● 
・改定後の金額は抑止力としての効

果が期待でき、駐車場利用者との

バランスも取れている。段階的な

施行も、無理がない。 

■所沢市建築基準法関係手数料条例の一部改正 
●反対● 
・事務量の増大だけを理由に審査手

数料を引き上げるべきではない。 

●賛成● 
・民間機関よりも低い手数料や受益

者負担の原則等から妥当である。 

■所沢市こども災害見舞金支給条例を廃止する条例制定 
●反対● 

・小学4年生以上のこども災害見舞

金は残すべきである。 

●賛成● 

・利用が少なく、さらなる減少が予

想され、制度の役割は終えている。 

議案に します 賛成×反対 議案に します 賛成×反対 

生
活
者
の
目
線
で

　
　
　
　
市
役
所
改
革
 

 ■
図
書
館
窓
口
業
務
委
託
事
業
 

3
、
7
8
0
万
円
 

 
図
書
館
所
沢
分
館
は
、
元
町
再
開
発

ビ
ル
へ
の
移
転
後
、
利
用
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。
窓
口
業
務
の
一
部
を

委
託
す
る
こ
と
で
、
職
員
が
管
理
運
営

や
相
談
業
務
に
専
念
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
り
ま
す
。 

         ■
収
納
率
向
上
対
策
事
業
（
コ
ー
ル
 

セ
ン
タ
ー
事
業
） 

1
、
1
8
1
万
9
千
円
 

　
現
年
度
の
市
税
未
納
者
へ
の
催
告
等

を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
額
あ
る

い
は
滞
納
繰
越
の
案
件
へ
の
対
応
に
職

員
が
専
念
し
、
一
層
の
滞
納
整
理
の
効

率
化
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
個
人
情
報
の
管
理
の
点
が
気

に
な
る
が
、
具
体
的
な
体
制
や

委
託
先
を
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
想
定

し
て
い
る
か
。 

　
契
約
書
に
具
体
的
な
個
人
情

報
の
適
正
な
取
扱
い
を
明
記
さ

せ
る
と
と
も
に
、
受
託
者
と
従
事
者
に

も
、
守
秘
義
務
を
遵
守
す
る
旨
の
誓
約

書
を
い
た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。 

■
国
勢
調
査
事
業
 

1
億
6
、
1
0
1
万
9
千
円
 

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
の
人
口
、

産
業
構
造
等
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、

行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
5
年
ご
と

に
実
施
し
て
お
り
、
平
成
22
年
は
実
施

年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

■
事
業
仕
分
け
実
施
事
業
 

1
6
7
万
4
千
円
 

　
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
戦

略
的
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
既

存
事
業
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
事
務

事
業
の
目
的
や
実
施
内
容
等
を
見
直
し

行
政
資
源
配
分
の
適
正
化
・
健
全
化
を

図
る
も
の
で
す
。 

　
効
率
性
の
み
を
求
め
る
構
造

改
革
路
線
の
見
直
し
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
、
新
予
算
で
提
案
し
た
理

由
は
何
か
。 

　
削
減
効
果
の
み
に
終
始
す
る

の
で
は
な
く
、
市
全
体
の
事
務

を
常
に
見
直
す
姿
勢
を
と
っ
て
い
く
た

め
で
あ
る
。 

■
議
場
モ
ニ
タ
ー
設
置
事
業
 

2
3
7
万
3
千
円
 

　
当
市
議
会
の
傍
聴
者
か
ら
の
要
望
に

応
え
る
た
め
、
ま
た
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
議
場
内
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を

設
置
し
ま
す
。 

 
 

人
と
自
然
が

　
　
共
生
す
る
所
沢
 

 ■
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
 

9
4
5
万
8
千
円
 

　
本
市
が
市
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
る

節
目
を
市
民
と
と
も
に
祝
い
、
更
な
る

発
展
を
願
っ
て
、
記
念
冊
子
の
作
成
や

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
テ
レ
ビ
公
開
番
組

の
共
同
開
催
な
ど
の
記
念
行
事
を
実
施

す
る
も
の
で
す
。 

ま
　
ち
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■
第
2
期
所
沢
市
環
境
基
本
計
画
策
定

事
業
　
　
　
1
、
3
6
5
万
7
千
円
 

　
環
境
基
本
計
画
（
平
成
10
年
策
定
）

の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
た
め
、
第
2
期
計
画
を
策
定

し
ま
す
。 

■
所
沢
村
山
線
道
路
築
造
事
業
 

2
億
5
、
6
9
4
万
円
 

　
所
沢
駅
西
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
慢
性

的
に
渋
滞
し
て
い
る
た
め
、
所
沢
村
山

線
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
交
通
渋
滞

の
緩
和
を
図
り
ま
す
。 

　
具
体
的
な
完
成
の
日
程
を
伺

い
た
い
。 

　
今
年
度
中
に
供
用
開
始
し
、

市
制
施
行
60
周
年
を
飾
れ
た
ら

良
い
と
考
え
て
い
る
。 

■
地
域
の
底
力
支
援
事
業
 

2
0
9
万
4
千
円
 

　
地
域
に
お
け
る
人
と
人
の
つ
な
が
り

が
希
薄
化
し
「
地
域
力
」
が
低
下
す
る

中
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を
住
民
自
ら

が
解
決
し
支
え
あ
う
仕
組
み
を
構
築
す

る
取
り
組
み
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。 

■
地
場
農
産
物
販
売
促
進
事
業
 

7
3
6
万
2
千
円
 

 
今
後
の
地
場
農
産
物
の
消
費
拡
大
を

図
る
た
め
、
農
業
に
関
心
を
持
ち
営
業

活
動
等
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
農

業
団
体
へ
の
委
託
に
よ
り
、
地
場
農
産

物
の
販
売
促
進
を
行
い
ま
す
。 

 

  

　
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。 

　「
と
こ
と
こ
市
」
で
販
売
し

て
い
る
農
産
物
を
車
に
積
み
、

高
齢
者
が
多
い
地
域
等
の
自
治
会
館
を

借
り
る
な
ど
し
て
、
定
期
的
に
販
売
す

る
も
の
で
あ
る
。 

■
お
ひ
さ
ま
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促
進
 

事
業
　
　
　
　
 
　
　
7
0
0
万
円
 

　
市
民
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

へ
の
支
援
に
よ
り
、
家
庭
か
ら
発
生
す

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み

ま
す
。
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
2
万
円

の
補
助
で
、
上
限
は
7
万
円
で
す
。 

 《
特
別
会
計
予
算
》 

　
9
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、

5
6
2
億
5
、
5
7
8
万
7
千
円
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
4
、
3
6
8
万
7

千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
下
水
道
特
別
会
計
で
は
、
平
成
22
年

度
か
ら
2
か
年
で
東
桃
木
窪
公
園
に
雨

水
貯
留
施
設
を
築
造
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

上
新
井
地
区
の
浸
水
被
害
の
解
消
を
図

る
た
め
の
も
の
で
、
初
年
度
の
工
事
費

と
し
て
6
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

 《
事
業
会
計
予
算
》 

　
水
道
事
業
会
計
の
予
算
は
、
87
億
3
、

7
9
7
万
9
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
1
億
4
、
1
6
6
万
6
千
円
の
減

額
と
な
り
、
給
水
戸
数
は
14
万
7
、
6
 

0
0
戸
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、
19
億
7
、

0
2
3
万
6
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
て
1
億
2
、
2
3
3
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。 

   　
新
規
の
条
例
制
定
が
2
件
、
一
部
改

正
が
13
件
、
廃
止
が
2
件
、
全
17
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
1
件
は

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。 

■
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
 

関
す
る
条
例
 

　
財
務
執
行
に
係
る
透
明
性
の
強
化
を

図
る
た
め
、
包
括
外
部
監
査
制
度
を
導

入
す
る
も
の
で
す
。 

　
本
市
の
監
査
委
員
会
は
す
で

に
機
能
を
十
分
果
た
し
て
い
る

と
思
う
が
、
外
部
監
査
は
必
要
か
。 

　
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、

外
部
の
視
点
に
よ
り
効
果
的
な

監
査
の
機
会
を
確
保
し
て
い
く
必
要
性

が
生
じ
て
い
る
。 

＊
　
　
＊
　
　
＊
 

　
本
議
案
を
継
続
審
査
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
継
続
審

査
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
本
会
議
　
　

市
長
の
施
政
方
針
演
説
 

提
案
理
由
の
説
明
 

緊
急
質
問
 

  本
会
議
　
　

議
案
説
明
（
先
議
案
件
）
 

  本
会
議
　
　

議
案
質
疑
（
先
議
案
件
）
 

  委
員
会
　
　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
 

（
先
議
案
件
）
 

  本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
・
討
論

・
採
決
（
先
議
案
件
）
 

常
任
委
員
長
報
告
（
特
定

事
件
）
 

　
 

 本
会
議
　
　

議
案
説
明
 

  本
会
議
　
　

議
案
質
疑
 

  委
員
会
　
　

四
常
任
委
員
会
並
行
審
査
 

  本
会
議
　
　

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
 

  本
会
議
　
　

常
任
委
員
長
報
告
 

  本
会
議
　
　

討
論
・
採
決
 

追
加
議
案
の
上
程
・
採
決
 

議
員
提
出
議
案
の
上
程
・
 

質
疑
・
採
決
 

●
２
月
２３
日
 

●
２
月
２４
日
 

●
２
月
２５
日
 

●
２
月
２６
日
 

●
３
月
１
日
 

●
３
月
２
日
 

●
３
月
５
・
８
日
 

●
３
月
９
日
 

●
３
月
１１
・
１２
・
１６
・
１７
・
１８
日
 

●
３
月
１９
日
 

●
３
月
２３
日
 



指
定
管
理
者
関
係
 

指
定
管
理
者
関
係
 

人
事
案
件
・
そ
の
他
 

人
事
案
件
・
そ
の
他
 

議
員
提
出
議
案
 

議
員
提
出
議
案
 

質
問
者
 

い
こ
い
の
広
場
の
 

　
ビ
オ
ト
ー
プ
拡
大
に
向
け
て
 

会
派
「
翔
」　
桑
畠
健
也
 

質
問
者
 

遊
休
農
地
を
活
用
し
て
 

　
市
民
農
園
が
で
き
な
い
か
？
 

日
本
共
産
党
　
矢
作
い
づ
み
 

質
問
者
 

2
本
目
の
橋
を
求
め
る
声
に
 

　
　
　
　
市
の
事
業
計
画
は
？
 

日
本
共
産
党
　
荒
川
　
広
 

質
問
者
 

新
所
沢
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
 

 
 
 
 
　
整
備
の
現
状
は
？
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
大
石
健
一
 

質
問
者
 

民
間
最
終
処
分
場
 

 
　
不
適
正
処
理
問
題
の
教
訓
 

公
明
党
　
吉
村
健
一
 

▲養護老人ホーム・亀鶴園（松郷） ▲新所沢駅西口。左がBD街区。右がA街区 

▲集落に掛かる唯一の橋（下安松） 

○ 第２号 

先
　
議
　
案
　
件 

松
　
本
　
元
　
伸 

会
派
「
礎
」 

共
　
生 

自由 
民主党 

民主ネット 
リベラル 

会派 
「翔」 

日本共産党 公明党 市民クラブ 

ところざわ市議会だより 平成22年（2010年）4月30日 ところざわ市議会だより 
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第154号 

■
老
人
ホ
ー
ム
亀
鶴
園
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
民
間
委
託
化
推
進
計
画
の
方
針
を
受

け
、
経
費
の
削
減
や
安
定
し
た
運
営
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度

か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
に

移
行
し
ま
す
。
 

　
生
活
支
援
の
質
や
処
遇
の
面

を
確
保
す
る
た
め
に
、
市
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
 

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
訪
問
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
続
け
な
が

ら
、
お
互
い
に
連
携
し
て
運
営
に
留
意

し
て
い
く
。
 

               ■
元
町
地
下
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定
 

　
平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
の
元
町
地

下
駐
車
場
の
営
業
開
始
に
あ
た
り
、
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。
 

指
定
す
る
団
体
　
社
団
法
人
日
本
駐
車

場
工
学
研
究
会
 

指
定
期
間
　
平
成
22
年
4
月
1
日
〜
平

成
25
年
3
月
31
日
 

　
利
用
料
金
制
を
導
入
し
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
 

　
駐
車
場
が
形
態
的
、
位
置
的

に
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
利
用

者
数
等
の
見
通
し
が
安
定
し
て
い
な
い

た
め
で
あ
る
。
 

   ■
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意
 

・
大
塚
幸
生
氏
（
寿
町
／
新
任
）
 

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意
 

・
菊
田
範
子
氏
（
花
園
／
再
任
）
 

・
谷
口
　
悟
氏
（
中
富
南
／
再
任
）
 

■
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
　
4
路
線
 

   　
議
員
か
ら
は
「
所
沢
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
3
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た

（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。
 

■本会議において賛否が分かれた審議結果〔平成２２年第１回定例会〕 ○：賛成　×：反対 

※掲載されていない議案は全会一致可決しました。全議案（４８件）の審議結果は市議会ホームページ「議決の概要」をご覧ください。 

議　案 

番号等 

久
保
田
　
茂
　
男 

荻
　
野
　
泰
　
男 

杉
　
田
　
忠
　
彦 

大
　
石
　
健
　
一 

島
　
村
　
省
　
吾 

岡
　
田
　
静
　
佳 

秋
　
田
　
　
　
孝 

小
　
川
　
京
　
子 

福
　
原
　
浩
　
昭 

村
　
上
　
　
　
浩 

吉
　
村
　
健
　
一 

西
　
沢
　
一
　
郎 

谷
　
口
　
桂
　
子 

荒
　
川
　
　
　
広 

菅
　
原
　
恵
　
子 

矢
　
作
　
い
づ
み 

城
　
下
　
師
　
子 

小
　
林
　
澄
　
子 

平
　
井
　
明
　
美 

安
　
田
　
義
　
広 

桑
　
畠
　
健
　
也 

中
　
村
　
　
　
太 

高
　
田
　
昌
　
彦 

浅
　
野
　
美
恵
子 

末
　
吉
　
美
帆
子 

石
　
本
　
亮
　
三 

赤
　
川
　
洋
　
二 

浜
　
野
　
好
　
明 

石
　
井
　
　
　
弘 

村
　
田
　
哲
　
一 

水
　
村
　
篤
　
弘 

脇
　
　
　
晴
　
代 

民
主
党 

平成２１年度所沢市一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（
　

議
　
　
長
　

） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第８号 
平成２１年度所沢市国民健康保険特別会計補正
予算（第４号） 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第２４号 
所沢市コミュニティセンター条例の一部を改正
する条例制定 
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

× 第２５号 所沢市元町地下駐車場の指定管理者の指定 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 
可　決 

（記名投票） 

○ 第１１号 平成２２年度所沢市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第１７号 平成２２年度所沢市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

△ 第２６号 
所沢市外部監査契約に基づく監査に関する条例
制定　　（△：継続に賛成　▲：継続に反対） 

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ▲ ▲ ▲ ▲ △ △ △ ▲ ▲ △ 継続審査 

○ 第３３号 
所沢市老人ホーム亀鶴園設置及び管理条例の
一部を改正する条例制定 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第３５号 
所沢市自転車駐車場の整備及び自転車の放置
の防止に関する条例の一部を改正する条例制定 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 原案可決 

○ 第３７号 
所沢市建築基準法関係手数料条例の一部を改正
する条例制定 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

○ 第３９号 
所沢市こども災害見舞金支給条例を廃止する
条例制定 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

○ 第４６号 平成２１年度所沢市一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決 

× 
議員提出 
議案第４号 

所沢市国民健康保険条例の一部を改正する条例
制定 

× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × ○ 否　決 

結
　
　
　
果 

市
政
に
対
す
る 

　3月定例会では、26人
が一般質問を行いました。 
　質問は各議員の多くの
質問項目中1項目だけが
掲載されています。 
　なお、すべての質問項目
は、市議会ホームページ
でご覧になれます。 

　
　
 

        議
員
　
都
市
計
画
決
定
を
受
け
、
ロ
ー

タ
リ
ー
の
形
状
等
の
話
し
合
い
を
早
期

に
再
開
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
民
間
の

開
発
業
者
が
購
入
し
て
い
る
パ
ル
コ
新

所
沢
店
隣
接
の
B
D
街
区
、
都
市
再
生

機
構
が
保
有
し
て
い
る
A
街
区
の
状
況

に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺
い
た
い
。 

建
設
部
長
　
魅
力
あ
る
駅
前
広
場
の
整

備
に
向
け
、
新
所
沢
団
地
自
治
会
、
緑

町
町
会
の
皆
さ
ん
、
同
地
区
の
商
店
街

や
関
係
機
関
と
の
話
し
合
い
の
場
を
新

年
度
早
期
に
計
画
し
た
い
。 

街
づ
く
り
計
画
部
長
　
B
D
街
区
に
つ

い
て
は
、
昨
年
9
月
に
建
設
計
画
を
進

め
た
い
と
の
報
告
が
あ
り
、
本
年
1
月

よ
り
地
区
計
画
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
い
る
。
A
街
区
に
つ
い
て
は
、
現
在

あ
る
駐
車
場
の
契
約
期
限
の
本
年
7
月

以
降
は
未
定
と
聞
い
て
い
る
。 

    議
員
　
国
内
最
大
規
模
の
1
2
0
万
立

米
も
の
ご
み
が
違
法
に
搬
入
さ
れ
て
い

た
、
福
井
県
敦
賀
市
の
最
終
処
分
場
が

3
年
前
破
産
し
た
。
福
井
県
、
敦
賀
市

は
排
出
市
町
村
に
応
分
の
負
担
を
求
め

た
が
、
支
払
い
の
拒
否
や
留
保
が
生
じ

て
い
る
。
本
市
の
廃
棄
物
処
理
に
お
け

る
リ
ス
ク
管
理
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。 

市
長
　
埋
め
立
て
を
依
頼
し
て
い
る
処

分
場
は
毎
年
現
地
確
認
を
し
、
受
け
入

れ
先
自
治
体
に
も
結
果
を
報
告
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
地
元
自
治
体
、
本
市
、

処
分
業
者
で
3
者
協
定
を
締
結
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
適
正
な
処
分
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
万
が
一
の
場
合
に
備
え
、

複
数
の
処
分
ル
ー
ト
を
確
保
し
、
リ
ス

ク
を
分
散
さ
せ
て
お
く
こ
と
も
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

  　
 

 議
員
　
清
瀬
市
境
の
下
安
松
清
流
苑
は

2
本
の
川
に
囲
ま
れ
た
集
落
で
、
市
域

か
ら
通
じ
る
橋
は
1
本
し
か
な
い
。
昨

年
、
2
本
目
の
橋
の
要
望
に
対
す
る
川

越
県
土
整
備
事
務
所
の
見
解
は
、
市
か

ら
の
事
業
計
画
が
示
さ
れ
れ
ば
、
と
大

き
く
変
化
し
た
。
市
の
行
動
が
待
た
れ

る
現
時
点
で
の
所
見
を
伺
い
た
い
。 

建
設
部
長
　
柳
瀬
川
・
空
堀
川
合
流
点

付
近
の
川
づ
く
り
懇
談
会
で
、
県
と
都

や
地
域
住
民
と
の
協
働
の
川
づ
く
り
計

画
が
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
整
備

計
画
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
市
で
は
、

両
岸
の
高
低
差
、
現
在
の
河
川
に
対
す

る
橋
の
設
置
場
所
、
公
道
に
接
続
し
て

い
な
い
こ
と
、
用
地
の
問
題
等
の
課
題

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

                議
員
　
質
の
高
い
緑
、
動
植
物
の
棲
め

る
環
境
（
ビ
オ
ト
ー
プ
）
の
創
出
に
あ

た
っ
て
は
、
地
域
の
固
有
種
を
し
っ
か

り
残
す
た
め
、
専
門
の
方
の
手
が
加
わ

る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
い
こ
い
の

広
場
（
第
三
調
整
池
）
で
の
年
1
回
の

ビ
オ
ト
ー
プ
除
草
の
際
等
、
経
験
豊
か

な
団
体
や
住
民
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち

を
参
加
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。 

下
水
道
部
長
　
第
三
調
整
池
の
中
の
池

は
、
水
質
浄
化
の
た
め
に
設
置
し
た
も

の
で
、
あ
く
ま
で
も
雨
水
の
調
整
機
能

を
損
な
わ
な
い
利
用
方
法
を
考
え
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
こ
い
の
広
場

が
地
域
に
愛
さ
れ
る
こ
と
は
意
義
が
あ

り
、
除
草
を
行
う
時
期
や
方
法
等
に
つ

い
て
、
今
後
、
地
域
住
民
と
と
も
に
で

き
る
形
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
市
内
遊
休
農
地
の
点
検
指
導
は

毎
年
実
施
さ
れ
、
7
割
前
後
の
是
正
率

が
達
成
さ
れ
て
い
る
。
家
庭
菜
園
に
取

り
組
む
な
ど
、
農
業
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
遊
休
農
地
を
市
民
農
園
に
活
用

で
き
な
い
か
。
市
街
化
調
整
区
域
で
の

市
民
農
園
の
検
討
結
果
も
伺
い
た
い
。 

市
民
経
済
部
長
　
市
、
県
、
J
A
い
る

ま
野
、
農
業
委
員
会
で
構
成
す
る
協
議

会
で
、
耕
作
放
棄
地
対
策
の
検
討
等
を

進
め
て
い
る
。
遊
休
農
地
は
、
ま
ず
は

農
業
生
産
の
た
め
の
農
業
者
の
利
用
推

進
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
調
整
区
域
の
市
民
農
園
に
つ
い
て

は
、
周
辺
農
地
へ
の
影
響
が
少
な
い
集

落
内
農
地
を
対
象
に
、
1
区
画
当
た
り

の
面
積
を
広
く
す
る
な
ど
、
新
た
な
整

備
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。 

大
　
　
　
靖
　
治 



質
問
者
 

生
ご
み
0（
ゼ
ロ
）家
庭
の
 

 
 
 
 
顕
彰
制
度
の
設
立
を
 

質
問
者
 

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
 

　
　
見
直
し
て
分
か
り
や
す
く
 

会
派
「
翔
」　
中
村
 
太
 

質
問
者
 

地
方
の
消
防
は
 

　
　
国
の
管
理
に
は
服
さ
な
い
 

日
本
共
産
党
　
平
井
明
美
 

質
問
者
 

自
治
体
間
人
事
交
流
は
 

　
　
　
　
　
　
目
的
を
明
確
に
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

赤
川
洋
二
 

質
問
者
 

市
民
の
声
を
聞
く
 

 
 
 
新
た
な
し
く
み
作
り
を
 

公
明
党
　
福
原
浩
昭
 

質
問
者
 

真
の
地
域
主
権
時
代
に
 

 
 
 
 
 
対
応
す
る
た
め
に
 

民
主
党
　
水
村
篤
弘
 

自
由
民
主
党
　
大
　
靖
治
 

質
問
者
 

都
と
県
に
ま
た
が
る
 

 
 
八
国
山
緑
地
の
扱
い
は
？
 

会
派
「
翔
」　
安
田
義
広
 

質
問
者
 

教
育
現
場
の
労
働
環
境
 

 
整
備
充
実
を
進
め
て
ほ
し
い
 

日
本
共
産
党
　
城
下
師
子
 

質
問
者
 

現
場
ま
か
せ
で
は
な
い
 

 
 
 
通
学
路
の
安
全
対
策
を
 

公
明
党
　
西
沢
一
郎
 

質
問
者
 

小
・
中
一
貫
校
 

 
 
 
 
実
現
の
可
能
性
は
？
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
杉
田
忠
彦
 

質
問
者
 

市
の
関
連
団
体
へ
の
 

　
　
　
定
年
退
職
後
の
再
雇
用
 

会
派
「
翔
」　
高
田
昌
彦
 

質
問
者
 

狭
山
湖
運
動
場
の
 

 
 
 
 
利
用
状
況
の
改
善
を
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
久
保
田
茂
男
 

質
問
者
 

所
沢
の
伝
統
芸
能
へ
の
 

 
 
 
理
解
を
深
め
る
に
は
？
 

自
由
民
主
党
　
石
井
 
弘
 

質
問
者
 

「
外
か
ら
見
た
所
沢
」
を
 

 
 
 
 
 
魅
力
あ
る
も
の
に
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

石
本
亮
三
 

▲八国山緑地遊歩道入口付近（松が丘） 

▲狭山湖運動場（狭山湖堤防から望む） 

ところざわ市議会だより 

（8） 

第154号 

　
 

   議
員
　
生
ご
み
は
約
80
％
が
水
分
で
、

こ
れ
を
焼
却
処
分
す
る
と
処
理
経
費
が

高
く
な
る
。
堆
肥
化
等
、
積
極
的
に
ご

み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
る
家
庭
を
奨

励
す
る
た
め
、「
生
ご
み
0
の
家
」
等

の
シ
ー
ル
を
作
成
し
、
玄
関
等
に
掲
示

し
て
、
市
民
の
関
心
を
高
め
、
ご
み
減

量
運
動
を
推
進
で
き
な
い
か
。 

環
境
ク
リ
ー
ン
部
長
　
市
で
は
、
奨
励

金
の
交
付
制
度
や
堆
肥
化
の
推
進
を
図

り
、
減
量
・
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
生
ご
み
の
減
量
や
資
源
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
家
庭
に
印
や
マ
ー
ク
を

交
付
す
る
こ
と
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
昨
年
発
足
し
た
「
ご
み
減
量
・

資
源
化
を
進
め
る
市
民
会
議
の
生
ご
み

部
会
」
に
検
討
を
依
頼
し
た
い
。 

    議
員
　
都
県
境
に
あ
る
八
国
山
緑
地
は

一
体
的
な
公
園
で
は
な
い
の
で
、
緑
地

近
隣
の
市
民
が
利
用
し
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
市
は
あ
ま
り
積
極
的
な
関
与

を
し
て
こ
な
か
っ
た
。
最
近
、
そ
の
保

全
の
た
め
の
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
と

聞
い
た
が
、
内
容
を
伺
い
た
い
。 

建
設
部
長
　
正
式
名
称
は
狭
山
3
公
園

管
理
運
営
協
議
会
で
、
都
の
西
部
公
園

管
理
事
務
所
が
主
体
と
な
り
、
八
国
山

緑
地
ほ
か
2
公
園
の
よ
り
よ
い
公
園
づ

く
り
を
目
的
に
本
年
7
月
ご
ろ
に
発
足

す
る
予
定
で
あ
る
。
本
市
も
各
公
園
で

年
1
回
開
催
予
定
の
懇
談
会
等
に
参
加

し
意
見
交
換
を
す
る
と
と
も
に
、
都
や

東
村
山
市
と
も
連
絡
を
密
に
し
て
よ
り

よ
い
公
園
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。 

         議
員
　
施
政
方
針
の
中
で
、
昨
年
12
月

の
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
の
閣
議
決

定
が
今
後
、
真
の
地
域
主
権
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
、
第
5
次
総
合
計
画

素
々
案
の
中
で
は
、
独
自
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
自
立
都
市
を
目
指
す
と
あ

る
。
最
近
の
市
長
の
言
動
等
か
ら
、
中

核
市
移
行
へ
大
き
く
か
じ
を
切
っ
た
印

象
を
受
け
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。 

市
長
　
費
用
対
効
果
等
の
検
討
、
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
の
保
健
所
移

転
の
不
都
合
の
実
感
等
の
経
緯
か
ら
、

現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
に
中
核
市
移

行
も
視
野
に
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
に
至
っ
た
。
市
の
今
後
の
方

向
性
を
定
め
る
重
要
な
選
択
で
あ
り
、

ま
ず
は
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
論
点
整
理
を
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー

ル
を
活
用
し
、
市
民
の
声
を
迅
速
で
的

確
に
、
市
政
に
反
映
で
き
る
e-
モ
ニ

タ
ー
制
度
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
市
川

市
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
者
に
地
域
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
設
け
、
回
答
率
ア
ッ
プ

の
し
く
み
も
構
築
し
て
い
る
。
導
入
に

向
け
た
所
見
を
伺
い
た
い
。 

市
長
　
市
川
市
の
例
は
視
察
し
た
際
に

興
味
深
く
話
を
聞
い
た
が
、
登
録
者
の

年
齢
が
40
代
、
50
代
で
全
体
の
半
数
以

上
を
占
め
、
回
答
率
の
偏
差
は
本
市
市

民
意
識
調
査
よ
り
も
高
く
な
る
と
伺
わ

れ
る
。
大
き
な
利
便
性
の
反
面
、
課
題

も
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
同
市
の
取
り

組
み
状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
先
日
、
市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

通
信
簿
が
公
開
さ
れ
た
。
理
解
で
き
る

評
価
の
ほ
か
、
違
和
感
の
あ
る
も
の
や

評
価
基
準
が
あ
い
ま
い
な
も
の
も
散
見

さ
れ
る
。
こ
の
際
、
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
の
見
直
し
や
、
選
挙
時
と
は
条

件
が
異
な
り
、
あ
る
種
の
妥
協
や
調
整

は
問
題
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

市
長
　
同
通
信
簿
は
、
市
民
と
の
約
束

を
守
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
進
捗

状
況
を
中
間
点
の
評
価
で
示
し
た
も
の

で
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
最
終
的
な
評

価
に
向
け
て
、
ご
意
見
を
い
た
だ
く
中

で
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は

「
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
課
題
」
へ
の

取
り
組
み
に
力
を
注
い
で
い
く
。 

 
　
 

　
 

 議
員
　
第
3
次
行
革
大
綱
に
も
あ
る
自

治
体
間
の
人
事
交
流
だ
が
、
広
報
部
門

や
ま
ち
づ
く
り
部
門
等
、
全
般
的
で
は

な
く
目
的
を
絞
っ
て
行
う
べ
き
だ
と
思

う
。
そ
う
し
た
積
極
的
な
目
的
意
識
を

持
っ
た
人
事
交
流
を
行
っ
て
い
る
か
。 

総
合
政
策
部
長
　
国
や
県
、
豊
島
区
へ

の
派
遣
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
分
野
の

実
務
を
通
じ
、
事
務
や
技
術
を
習
得
し

て
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
と
資
質
の
向

上
を
図
り
、
事
務
処
理
の
合
理
化
や
効

率
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。
民
間
企
業

へ
の
派
遣
は
、
経
営
感
覚
や
コ
ス
ト
意

識
、
顧
客
志
向
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
等

を
学
び
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的
な
市

政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

    議
員
　
財
界
は
、
戦
争
が
で
き
る
国
づ

く
り
の
名
目
で
、
道
州
制
を
求
め
、
広

域
消
防
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
従
う
こ
と
は
将
来
に
禍
根
を
残

す
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
国
民
保
護
法

に
基
づ
く
国
防
の
下
準
備
で
あ
り
、
歯

止
め
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

市
長
　
消
防
組
織
法
第
36
条
に
「
市
町

村
消
防
は
、
消
防
庁
長
官
又
は
都
道
府

県
知
事
の
運
営
管
理
又
は
行
政
管
理
に

服
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
あ
る
が
、
消

防
庁
長
官
の
国
民
保
護
法
に
よ
る
消
防

の
応
援
等
の
指
示
、
緊
急
消
防
援
助
隊

に
対
す
る
指
示
等
に
つ
い
て
は
、
法
令

等
に
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、
消
防
組
織

法
に
は
抵
触
し
な
い
と
考
え
る
。 
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   議
員
　
市
が
補
助
金
等
を
支
出
し
て
い

る
外
郭
団
体
等
が
、
退
職
し
た
幹
部
職

員
を
定
期
的
に
採
用
し
て
い
る
。
一
例

と
し
て
、
株
式
会
社
ワ
ル
ツ
の
事
例
が

挙
げ
ら
れ
る
が
、
資
本
金
の
50
％
を
市

が
持
っ
て
い
る
か
ら
で
は
、
理
由
に
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

総
合
政
策
部
長
　
出
資
者
の
立
場
で
、

行
政
組
織
で
培
わ
れ
た
感
覚
、
広
く
市

民
に
貢
献
す
る
視
点
や
長
期
的
な
将
来

像
の
設
計
、
組
織
運
営
の
手
法
等
、
公

務
員
な
ら
で
は
の
資
質
や
能
力
を
求
め

る
外
郭
団
体
か
ら
の
要
請
や
退
職
職
員

の
経
歴
等
を
勘
案
し
、
紹
介
す
る
場
合

も
あ
る
。
株
式
会
社
ワ
ル
ツ
の
取
締
役

に
つ
い
て
は
、
株
主
総
会
で
決
定
さ
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。 

    議
員
　
昨
年
10
月
、
日
本
経
済
新
聞
社

の
都
市
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能

性
）
度
調
査
で
、
所
沢
市
は
前
回
の
第

10
位
か
ら
第
39
位
に
転
落
し
た
。
一
つ

の
マ
ス
コ
ミ
機
関
と
は
い
え
、
影
響
は

大
き
い
と
思
う
。
市
は
こ
う
し
た
「
外

か
ら
見
た
所
沢
」
を
ど
の
よ
う
な
戦
略

性
を
も
っ
て
広
報
し
て
い
く
の
か
。 

総
合
政
策
部
長
　
自
治
体
情
報
誌
等
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
本
市
は
高
い
評
価
を

得
て
い
る
。
こ
う
し
た
評
価
は
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
位
置
づ
け
を
客
観
的
に
示

す
指
標
と
し
て
、
今
後
の
市
政
運
営
の

参
考
に
な
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
現

在
策
定
中
の
第
5
次
総
合
計
画
で
は
、

本
市
の
強
み
を
生
か
し
、
特
色
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
本

市
を
魅
力
あ
る
自
治
体
と
し
て
、
全
国

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

         議
員
　
狭
山
湖
運
動
場
は
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
、
利
用
者
が
増
え
て
い
る
が
、

平
日
と
土
・
日
曜
日
・
祝
日
で
利
用
状

況
の
差
が
大
き
い
。
利
用
率
の
低
い
平

日
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
方
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
土
日
・
祝
日

の
一
般
利
用
を
拡
大
で
き
な
い
か
。 

教
育
長
　
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
、
比
較
的
平
日
に
利
用
可
能
な
方
に

対
し
て
施
設
の
P
R
を
行
い
、
平
日
の

利
用
促
進
に
努
め
て
お
り
、
今
後
、
周

辺
へ
の
広
報
活
動
の
充
実
に
も
努
め
て

い
き
た
い
。
土
日
・
祝
日
に
つ
い
て
は

多
く
の
皆
さ
ん
の
利
用
に
向
け
、
各
種

競
技
団
体
に
平
日
の
大
会
開
催
や
土
日

の
大
会
縮
小
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

    議
員
　
先
日
、
所
沢
市
伝
統
芸
能
発
表

会
を
鑑
賞
し
た
が
、
主
催
の
教
育
委
員

会
が
伝
統
芸
能
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。
平
成
23
年
度
に
は
新
学
習
指
導
要

領
の
導
入
も
あ
り
、
伝
統
芸
能
へ
の
理

解
を
深
め
、
新
た
な
教
育
価
値
の
提
案

に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。 

教
育
長
　
市
内
に
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
重
松
流
祭
囃

子
を
取
り
入
れ
て
い
る
学
校
が
あ
り
、

地
域
の
保
存
会
に
参
加
し
て
い
る
児
童

生
徒
も
多
い
と
聞
い
て
い
る
。
こ
う
し

た
実
態
の
も
と
、
保
存
会
や
地
域
の
方

に
協
力
い
た
だ
き
、
伝
統
や
文
化
に
関

す
る
教
育
の
充
実
を
各
学
校
に
積
極
的

に
働
き
か
け
て
い
く
。 

　
 

   議
員
　
平
成
20
年
の
富
岡
地
区
の
事
故

を
受
け
て
、
平
成
21
年
2
月
に
通
学
路

の
総
点
検
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
安

全
点
検
の
進
捗
状
況
に
お
い
て
、
現
場

の
意
識
の
違
い
で
、
対
策
が
進
む
地
域

と
そ
う
で
な
い
地
域
が
出
て
い
る
よ
う

に
思
う
。
点
検
は
教
育
委
員
会
主
導
で

定
期
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

学
校
教
育
部
長
　
通
学
路
の
点
検
結
果

の
件
数
に
は
差
が
あ
っ
た
が
、
校
園
長

会
を
通
し
て
通
学
路
の
安
全
点
検
に
つ

い
て
指
示
し
て
い
る
の
で
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
に
対
す
る
意
識
に
差
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
、
毎
年

4
月
に
学
区
内
を
点
検
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
き
た
い
。 

           議
員
　
文
部
科
学
省
は
、
学
校
現
場
で

労
働
安
全
衛
生
法
が
具
体
化
さ
れ
て
い

な
い
現
状
を
「
教
育
委
員
会
の
認
識
が

不
十
分
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
教
職
員
の
労
働
安
全

衛
生
管
理
規
定
の
制
定
に
向
け
た
状
況

は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

学
校
教
育
部
長
　
当
該
校
へ
は
、
校
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
を
委
員
と
し

た
衛
生
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
て
い
る
。
労
働
安
全
衛
生
管
理

規
定
の
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

今
の
と
こ
ろ
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。
既

に
制
定
し
て
い
る
他
市
の
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
品
川
区
の
小
・
中
一
貫
校
で
は

9
年
間
を
4
・
3
・
2
制
に
し
、
週
1

回
事
業
に
取
り
組
み
、
下
の
子
の
こ
と

ま
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
教
育
は
、
児
童
生
徒
の
学
習

以
外
の
能
力
向
上
に
大
変
効
果
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。 

教
育
長
　
9
年
間
を
見
通
し
た
教
育
の

推
進
は
、
子
ど
も
の
よ
り
良
い
成
長
に

大
変
重
要
だ
と
受
け
止
め
て
い
る
。
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
の
連
携
の
研
究
成

果
は
、
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
軽
減
だ
け
で

な
く
、
9
年
間
の
発
達
と
い
う
視
点
を

持
っ
た
、
教
師
の
き
め
細
や
か
な
指
導

に
結
び
つ
い
て
い
る
。
今
後
も
小
・
中

連
携
を
一
層
推
進
し
て
い
き
た
い
。 



質
問
者
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
 

　
　
　
　
機
能
充
実
に
向
け
て
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

末
吉
美
帆
子
 

質
問
者
 

仮
称
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

　
　
相
談
支
援
機
能
の
充
実
を
 

共
生
　
脇
 
晴
代
 

質
問
者
 

介
護
サ
ー
ビ
ス
 

　
　
　
　
情
報
提
供
の
充
実
を
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
荻
野
泰
男
 

質
問
者
 

公
立
保
育
園
運
営
費
を
 

　
民
間
園
に
回
す
べ
き
で
は
？
 

民
主
ネ
ッ
ト
リ
ベ
ラ
ル
　

浅
野
美
恵
子
 

質
問
者
 

0
歳
児
保
育
 

　
　
入
園
手
続
時
の
不
公
平
感
 

市
民
ク
ラ
ブ
　
岡
田
静
佳
 

質
問
者
 

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
 

　
　
　
日
中
一
時
支
援
事
業
を
 

日
本
共
産
党
　
小
林
澄
子
 

質
問
者
 

老
朽
化
し
た
市
民
プ
ー
ル
 

　
　
　
　
今
後
の
方
向
性
は
？
 

日
本
共
産
党
　
菅
原
恵
子
 ▲北野公園市民プール（小手指町） ▲総合計画の説明を受ける（東海市） 

▲炭素化されたごみを見学（入間市） 
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   議
員
　
北
野
公
園
市
民
プ
ー
ル
は
経
年

劣
化
で
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
子

ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
使
用
し
て
い
る
。

改
修
等
、
今
後
の
方
向
性
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ニ
ー
ズ
も
高
ま

り
、
所
沢
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
記

載
も
あ
る
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

建
設
部
長
　
利
用
者
の
安
全
確
保
を
第

一
に
、
万
全
を
期
し
て
施
設
管
理
に
努

め
、
今
後
の
管
理
や
運
営
方
針
は
、
教

育
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

教
育
総
務
部
長
　
温
水
プ
ー
ル
の
整
備

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
多
く

の
予
算
も
必
要
で
、
優
先
す
べ
き
課
題

も
あ
り
、
具
体
的
な
計
画
を
立
て
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。 

 

　
 

        議
員
　
市
内
公
立
保
育
園
に
は
、
臨
時

や
フ
リ
ー
の
正
規
保
育
士
の
配
置
が
あ

り
、
恵
ま
れ
す
ぎ
て
い
る
。
待
機
児
童

解
消
の
受
け
皿
で
あ
る
民
間
園
を
守
る

た
め
、
担
任
以
外
を
減
ら
し
予
算
を
削

減
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
組

合
と
は
、
経
費
を
民
間
園
に
回
し
た
い

等
の
交
渉
が
で
き
な
い
の
か
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
公
立
園
の
保
育
士

の
配
置
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

緯
を
踏
ま
え
現
在
に
至
り
、
障
害
児
や

ア
レ
ル
ギ
ー
児
等
の
配
慮
を
要
す
る
子

ど
も
の
受
け
入
れ
も
増
加
し
て
い
る
た

め
、
直
ち
に
減
ら
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
職
員
組
合
と
は
、
必
要
に
応
じ
て

交
渉
を
行
っ
て
い
る
。 

    議
員
　
市
の
保
育
園
の
入
園
シ
ス
テ
ム

は
、
前
年
の
12
月
に
申
し
込
み
を
締
め

切
り
、
2
月
に
選
考
し
、
4
月
に
一
斉

入
園
と
な
る
。
従
っ
て
出
産
月
に
よ
っ

て
、
特
に
早
生
ま
れ
の
場
合
は
、
正
規

の
入
園
申
し
込
み
手
続
き
が
で
き
ず
、

不
公
平
で
は
な
い
か
。
妊
娠
中
か
ら
申

し
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
0
歳
児
は
年
度
当

初
に
入
園
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
が
、

現
在
待
機
児
童
が
多
い
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
度
途
中
の
入
園
希
望
に
備

え
、
空
き
を
残
し
て
お
く
こ
と
は
難
し

い
。
申
し
込
み
は
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し

た
中
で
、
出
産
後
の
状
況
を
見
た
う
え

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

           議
員
　
障
害
児
を
介
護
し
て
い
る
家
族

に
と
っ
て
、
在
宅
介
護
が
一
時
的
に
困

難
に
な
っ
た
と
き
、
医
療
的
ケ
ア
も
受

け
ら
れ
る
日
中
一
時
支
援
事
業
は
必
要

で
あ
る
。
同
事
業
を
往
復
で
2
時
間
も

か
か
る
よ
う
な
市
外
で
は
な
く
、
市
民

医
療
セ
ン
タ
ー
や
保
健
セ
ン
タ
ー
等
の

ス
ペ
ー
ス
で
検
討
で
き
な
い
か
。 

こ
ど
も
未
来
部
長
　
平
成
22
年
度
か
ら

事
業
を
充
実
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い

て
、
今
後
登
録
事
業
所
を
拡
大
し
て
い

く
中
で
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

肢
体
不
自
由
児
の
受
け
入
れ
可
能
な
事

業
所
も
確
保
し
て
い
き
た
い
。
予
定
し

て
い
る
の
は
入
間
市
の
1
事
業
所
で
、

市
で
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
同
事
業

所
の
利
用
を
勧
め
て
い
き
た
い
。 

    議
員
　
建
設
検
討
懇
話
会
の
提
言
を
踏

ま
え
た
上
で
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
、
高

次
脳
機
能
障
害
者
に
も
配
慮
さ
れ
た
相

談
支
援
機
能
が
必
要
だ
と
思
う
。
そ
う

し
た
機
能
の
充
実
を
組
み
入
れ
、
そ
の

機
能
を
大
き
な
柱
に
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。 

保
健
福
祉
部
長
　
総
合
相
談
機
能
の
必

要
性
、
精
神
障
害
者
へ
の
配
慮
に
つ
い

て
は
、
提
言
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

精
神
障
害
者
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
も

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
多
様
な
相
談

に
総
合
的
に
対
応
で
き
る
機
能
は
必
要

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
関
係
部

署
と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。 

    議
員
　
近
隣
他
市
で
は
、
委
託
型
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
以
外
に
、1
か
所

市
直
営
の
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
が
多
く
、
機
能
を
直
営
と
委
託

に
分
け
、
委
託
包
括
が
本
来
の
相
談
や

支
援
に
専
念
し
て
い
る
。
当
市
で
も
、

今
後
一
部
直
営
を
検
討
で
き
る
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
の
各
担
当
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

相
談
支
援
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。
高

齢
者
の
急
増
に
伴
い
、
専
門
性
や
質
の

高
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
内

14
か
所
の
セ
ン
タ
ー
で
現
在
こ
れ
に
努

め
て
い
る
。
今
後
の
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
他
市
の
状
況
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
長
期
的
に
調
査
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

    議
員
　
世
田
谷
区
で
は
、
各
介
護
事
業

者
の
サ
ー
ビ
ス
が
分
か
り
や
す
い
よ
う

に
、
職
員
の
介
護
経
験
年
数
や
職
員
1

人
当
た
り
の
利
用
者
数
等
、
公
表
情
報

を
整
理
し
た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
ガ

イ
ド
」
を
作
成
し
て
い
る
。
事
業
者
を

比
較
す
る
ポ
イ
ン
ト
も
紹
介
し
、
業
者

選
択
の
際
の
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
。

同
様
の
冊
子
を
作
成
で
き
な
い
か
。 

保
健
福
祉
部
長
　
冊
子
に
す
る
こ
と
も

一
つ
の
方
法
だ
が
、
情
報
は
日
々
変
動

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紙
ベ
ー
ス
で
の

情
報
提
供
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
、
市
と
し
て
は
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
協
議
会

の
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
情
報
提
供
の
方

法
を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。 
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閉
会
中
の
議
会
活
動
か
ら 

■
総
務
常
任
委
員
会
 

　
大
阪
府
高
槻
市
で
は
、
国
際
交
流
に

つ
い
て
視
察
し
、
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
海
外
訪
問
団
を
迎
え
る
会
議
室
お

よ
び
日
本
庭
園
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
愛
知
県
東
海
市
で
は
、
市
民
手
作
り

の
第
5
次
総
合
計
画
に
つ
い
て
視
察
を

行
い
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

■
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
 

　
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
教
育
臨

床
研
究
エ
リ
ア
を
視
察
し
た
後
、
障
害

児
の
療
育
支
援
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。
取
り
組
み
の
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
後
、
提
言
を
ま
と
め
ま

し
た
（
下
記
参
照
）。 

■
市
民
環
境
常
任
委
員
会
 

　
入
間
市
の
株
式
会
社
E
E
N
入
間
工

場
・
再
資
源
化
装
置
の
実
証
プ
ラ
ン
ト

を
見
学
し
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
市
内
三
ヶ
島
工
業
団
地
で
は
、
同
団

地
の
概
要
と
現
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
混
合
焼
却
実
証
試

験
結
果
に
つ
い
て
、
報
告
書
や
市
の
対

応
策
案
を
基
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

■
議
会
運
営
委
員
会
 

　
議
案
の
採
決
結
果
の
開
示
方
法
、
議

会
基
本
条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
の

日
程
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
定
し
ま
し

た
（
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
参
照
）。 

1 月12日　議会報・図書室委員会 

　　15日　全員協議会 

　　　　　代表者会議 

　　26日　議会運営委員会 

　　27日　市民環境常任委員会視察 

2 月 2 日　代表者会議 

　　 3日　市民環境常任委員会 

　　3～ 4日　総務常任委員会視察 

　　 8日　所沢市の都市計画における 

　　　　　　道路網に関する事項調査報告会 

　　　　　議員クラブ研修会 

　　 9日　教育福祉常任委員会 

　　12日　市民環境常任委員会 

　　16日　代表者会議 

　　　　　議会運営委員会 

2月23日～ 3月23日　第 1回定例会 

3 月16日　議会報・図書室委員会 

★採決結果を公開しました★ 
　今定例会より、全議案に対する各議員

別の賛否を公開しました。市議会ホーム

ページ「議決の概要」→各項目の順にク

リックしてご覧ください。 

ココ▲ ▲ ▲ ▲

★委員会会議録を公開しました★ 
　市議会ホームページ「委員会情報」→

「常任委員会」の

順にクリックし

てご覧ください。 

 「療育支援センター」に関する提言（要旨）
 

1 ．療育センターの3つの機能 

　療育センターとして3つの機能を有することを要望する。 

①通園機能 

　地域の保育園に通っている子どもが利用できるように、

並行通園（通級）ができるようにすること。高機能自閉症、

LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥・多動性障害）の子ども

に、直接支援を行える場を再整備すること。 

②診療・療育機能 

　将来的には、医師による診療・投薬等や、臨床心理士、

ST（言語聴覚士）、OT（作業療法士）、PT（理学療法士）な

ど専門家による個別・集団訓練を行うこと。 

③相談機能（発達相談（来所）、巡回相談） 

　早期発見を早期療育につなげるための保護者への支援を

行うこと。保護者の障害受容により早期療育が可能となる。

保護者の障害受容を促すため、個別相談だけでなくさまざ

まな支援メニューを用意して実施すること。例えば、ペア

レントトレーニング、ピアサポート（親の会の相談会）、

レスパイト（ショートステイ）、家庭訪問による相談など

である。さらに、子どもの評価を行い、保育園等に子ども

の支援方法についても助言を行うこと。 

2 ．支援対象者の個別データの一括管理と活用 

　出生時から就労・自立までの個別データ・カルテ（心理

検査結果、過去の支援情報、アセスメント、対応履歴、診

断、所見等）をセンターおよび保護者が共有するとともに、

保育園、幼稚園、市や県の教育委員会、就労支援センター

など関係機関にも情報を提供すること。なお、関係機関へ

の情報提供にあたっては、保護者に承認を得ること。 

3 ．既存施設やサービスの有効活用と有機的連携 

　愛知県豊田市のような各機能と提供場所が一体化した施

設が理想的であるが、場所を決めようとすると時間がかか

り、今ここにある問題への対応が遅れるので、センターそ

のものが具体的な療育を行う場所となることには必ずしも

こだわらない。コーディネーターを置き、医療療育や就学、

高等教育との連携を行うこと。ハコモノではなく、コーデ

ィネーターなどの人に重点的に投資すること。現状におい

ても、各機関がそれぞれ出来ることを精一杯取り組んでは

いるが、地域の機関全体で役割分担をすること。そして、

療育センターがそれらを取りまとめること。 

4 ．個別ケア会議、地域支援ネットワーク会議の定期開催 

　療育支援センターが地域のコーディネーターの役となり、

支援対象者に対する個別ケアおよび地域支援ネットワーク

会議を取りまとめること。 



◎「ところざわ市議会だより」第154号　作成部数 124,600部、経費 3,219,636円 

第154号 ところざわ市議会だより 

　若者の雇用環境は先が見えない不安で覆われている。一

昨年秋のリーマンショック以降、厳しい状況が続き、昨年

12月の若年層（15～24歳）失業率は8.4％で、全体の完全失

業率5.1％を大きく上回っている。 

　こうした中で新規学卒者の就職内定状況も非常に厳しく

なっている。大卒予定者の就職内定率は昨年12月1日現在

で73.1％（前年同期比でマイナス7.4ポイント）、高校新卒者

は同11月末現在で68.1％（同マイナス9.9％）と、いずれも

過去最低となった。さらに、ニートや引きこもりなど困難

を抱える若者への支援が希薄であることも危惧されており、

その十分な対策も急務である。このような状況を踏まえて、

若者の雇用に対する公的支援のあり方を抜本的に見直す必

要があると考える。 

　よって政府におかれては、若者の雇用創出と新卒者支援

を図るため、以下の項目を強く要請する。 

１．「訓練・生活支援給付」の恒久化、および未就職新卒者

に対する同給付の適用拡大を図るとともに、次の雇用へ

つなげるための「トライアル雇用（試行雇用）の拡充や、「働

く場」と「職業訓練」を一体的に提供する「雇用付研修体

系」の促進を図ること。 

２．新卒者の内定率の低下と就職活動にかかる費用負担が

非常に重いことに鑑み、「就活応援基金」を創設する等、

経済的負担の軽減を図ること。また、「ジョブカフェ」の

持つ就職活動のノウハウを教育機関に提供するため、大

学構内に「ジョブカフェ大学出張所」の設置を推進する

こと。 

３．中小企業の求人と新卒者の求職のミスマッチを解消す

るため、中小企業の求人やその魅力について情報提供を

行う「政府版中小企業就活応援ナビ」を創設すること。 

提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣 

可決された意見書 

若者の雇用創出と新卒者支援の充実を求める意見書 

 子宮頸がんは、「予防可能な唯一のがん」であると言われ

ている。（中略）ほとんどの子宮頸がんは、HPV（ヒトパピ

ローマウィルス）の長期間の感染による発症であると言わ

れる。このため定期的な検診によって、がんになる前に発

見することができ、HPV予防ワクチンを接種することで、

ほぼ確実に予防することが可能となる。すでに世界100か

国以上で予防ワクチンが承認され、わが国においても昨年

10月、正式に承認されたところであるが、ワクチンの普及

には接種費用等が大きな課題となっている。 

　（中略）がんの進行の特徴から、予防ワクチンと検診によ

る早期発見、早期治療で確実に治療することができる子宮

頸がんの撲滅に向けて、国においては以下の事項に取り組

むことを強く要望する。 

１．平成21年度補正予算から実施している無料クーポン券

による検診を今後も継続して実施するとともに、国の補

助率を10／10に戻すこと。 

２．HPV予防ワクチンの接種について公費助成制度を創

設すること。 

３．がん撲滅啓発をめざす10月の乳がん撲滅月間に併せ、

総合的にがん撲滅運動に取り組むなど、より一層のPR

に努めること。 

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣 
　　　　厚生労働大臣　総務大臣 

開 催 日 時　① 5月12日（水）／午後7時～ 

　　　　　　② 5月15日（土）／午後1時～ 

会　　　場　①所沢市役所3階・全員協議会室（並木1－1－1） 

　　　　　　②中央公民館ホール（元町27－5） 

内　　　容　3 月定例会の審議内容や過程等を説明し、市

民の皆さんとの意見交換を行います。 

★各日、事前予約不要でどなたでも入場できます。多くの

市民の皆さんのご来場を心よりお待ちしております。 

問い合わせ　議会事務局（℡2998－9256） 

＊　　　　　＊　　　　　＊ 

子宮頸がん対策の充実を求める意見書（要旨） 
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　意見書を行政機関等
に提出し、議会として
の意思を表明します。 

 「混合型血管奇形」は、静脈・動脈・毛細血管・リンパ管の

うち複数の血管の先天性形成不全をいい、体から手足にか

けて大小の腫瘍やあざのような症状が現れる病気である。

血管の形成が不全なことから患部は外傷により大量出血を

起こす恐れや、患部がウィルス等の細菌に感染すると、患

部全体に広がり生命の危険にさらされる恐れもあり、日常

生活が著しく制限されることになる。 

 さらには患部には血管が異常に増すことにより、栄養過

剰となることから、成長に伴って下肢長差、背骨の変形異

常などといった症状が現れてきている。 

　この病気の専門医は国内でも極めて少なく、医師や難病

対策にかかわっている専門家の間でも認知度は低く、病気

の原因が明らかでないために治療方法の未確立はもとより、

難病指定にされていないために医療費の支援を受けられず、

患者や家族にとって精神的、経済的な負担は非常に大きい

ものとなっている。 

 よって、政府においては、「混合型血管奇形」を難病指定

にすることにより、早期に原因の解明や治療方法の研究・

確立を図るとともに、患者が安心して治療を受けられる支

援を行うよう強く要望する。 

提出先　衆参両院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣 

「混合型血管奇形」の難病指定を求める意見書 
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所沢市議会“議会報告会”を開催します！

次の定例会は 
　　6月10日からの予定です。 
　　　　傍聴をお待ちしています。 




